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	応用
	抗原情報
	背景
	PAX2は、ショウジョウバエ（Drosophila melanogaster）の遺伝子prdの多くのヒトホモログの一つであるペアードボックス遺伝子2をコードしています。この転写因子遺伝子ファミリーの中心的な特徴は、保存されたDNA結合ペアードボックスドメインです。PAX2は、腫瘍抑制遺伝子WT1による転写抑制の標的であると考えられています。PAX2の変異は、視神経コロボーマや腎低形成を引き起こすことが示されています。この遺伝子の選択的スプライシングは、複数の転写バリアントを引き起こします。[RefSeq提供、2014年12月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	PAX2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

